







その他のタイトル A Keleti Egyhazak Torvenykonyv teologiaja : a










し，これと根本的に異なるものではないが，地上における 〈キリストの体〉 と  
しての教会を，組織・機構面から探求する方向がある。「教会法」と呼ばれる  






見出すことができないのが実情である。   
東方典礼カトリック教会の成員を対象とする『東方教会法典』（Corpus  
Canonum Ecclesiarum Orientalium：CCEO）は，そのラテン語原典が，教  
皇ヨハネ・パウロⅡ世（在位1978川2005）により1990年に発布された。こうし  
て，それに先立ち1983年に公布されていたローマ典礼のカトリック教会法典  







ために，『東方教会法典』の原典の存在すらまだほとんど知られていない。   
ところで筆者は，近代ラテン語で記されたこのCCEOについて，すでにい   































背景の考察を目的とすることになる。   
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待望の法典を編纂する作業を起こし，進捗させる上で，さまざまな変遁や，乗   
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教会法がかなりなおざりにされている教会，あるいは意味を失い古び，不完全   
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可したこと である。ちなみにピウス11世が，個人的にはむしろ，複数の東方  
教会法典を編暮すること，すなわち個々の東方教会にそれぞれ一つずつ法典を  











における表明との食い違いは，当時においてもまたおそらくは将来にあっても   































准し，どちらも「カノン的」法集成のリストとして定められており），また事   
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柄としてまったく正しい，すべての東方カトリック教徒に共通する法典を準備  































し，数日ののち司教総会の大会において世界の司教たちの代理人たちに捷示し   
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決の結果がすでに示していたように，重大な異論はなかった。   
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な」塊なのではなく，「個々固有の法を有する教会Ecclesiae suiiuris」の共  
同体なのである（このことはCCEOによって，幾分美しさに欠ける 〈個々固  







5．『東方教会法典』（CCEO）の内容梗概   
ここで「カトリック的な別の選択肢」と言ったところで，それはもちろん，   






みによってこのような「部」構成になっているわけではない。   
以上ここまで，フユルストの論考を概訳する方針で記述を進めてきたが，フ  
ユルストの指摘によれば，『東方教会法典』はラテン典礼教会法典との比較に  
おいて，次の5点が特色として挙げられる。1司教の任命・発議権 2  
司祭の独身制の非義務 3 教会一致の神学的方向性 4 婚姻の秘跡の秘跡  






条canon・項§・点○ の順とした。また第25部第1章第5節第3款には条の  
上にa），b），…の小区分があり，これは「間」とした。  
序則（cc．1－6）  
第1部 全キリスト信徒の権利と義務について（cc．7－26）  
第2部 自主権を有する教会とその典礼（cc．27－41）   
第1章 何らかの自主権教会への帰属（29－38）   
第2章 典礼の保持（39－41）  
第3部 数会の至高権威（cc．42－54）   
第1章 ローマ教皇（43－48）   
第2章 司教団（49－54）  
第4部 総司教教会（cc．55－150）   
第1章 総司敦の選出（63－77）   
第2章 総司敦の権利と義務（78－101）   
第3章 総司教教会における司教総会（102－113）   
第4車 線司教庁（114－125）   
第5章 総司教座の空位，ないし障害事態（126－132）   
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第6章 総司教教会の管区大司教（133－139）   
第7章 総司教区協議会（140－145）   
第8章 総司教教会の管轄区域，および総司放と司教会議が持つ，この管轄  
区域外への権限（146－150）  
第5部 大大司教教会（cc．15卜154）  
第6部 管区大司教教会と，自主権を有する他の教会（cc．155－176）   
第1章 自主権を有する管区大司教教会（155－173）   
第2章 自主権を有する他の教会（174－176）  
第7部 司教区と司教（cc．177－310）   
第1章 司教（177－234）  
第1節 司教の選出（180－189）   
第2節 教区司教の権利と義務（190－211）   
第3節 協働司教および補佐司教（212¶218）   
第4節 司教座の空位，ないし障害事態（219－233）  
第5節 使徒座管理者（234）   
第2孝 司教区の管理の【Fに教区司教を補佐する機関（235－278）  
第1節 司教区協議会（235－242）  
第2節 司教庁（243－263）  
第1款 司教筆頭代理および司教代理（245－251）  
第2款 事務局長，その他の公証官および記録保存庫（252－261）  
第3款 教区会計担当者および経済問題評議会（262－263）   
第3節 司祭評議会および教区顧問団（264－271）  
第4節 司牧評議会（272－275）  
第5節 筆頭司祭（276－278）   
第3章 小教区，教区司祭および小教区代理（279－303）   
第4尊 敬会の主管者（304－310）  
第8郡 代牧区と代牧者（cc．31卜321）  
第9郡 自主権を有する教会の高位聖職者集会（cc．322）  
第10部 聖職者（cc．323－398）   
第1章 聖職者の養成（328－356）  
第1節 神学校の建立と管理（33卜341）  
第2節 奉仕職に向けての養成（342－356）   
第2車 何らかの小教区への聖職者の帰属（357－366）   
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第3車 型職者の権利と義務（367－393）   
第4車 聖職者の身分の喪失（394－398）  
第11部 一般信徒（cc．399－409）  
第12部 隠修者・その他の修道者，および奉献生活に与かる信徒（cc．410－572）   
第1章 隠修者・その他の修道者（410－553）  
第1節 一般的規準（410－432）  
第1款 修道者の教区司教，総司教，使徒座への従属（412－417）  
第2款 上長および修道会の会員（418－432）  
第2節 隠修修道院（433－503）  
第1款 隠修修道院の建立と廃止（435－440）  
第2款 隠修修道院の上長，集会および財務管理者（44卜447）  
第3款 自主権を有する隠修修道院への許可と修練期（448－461）  
第4款 奉献ないし隠修修道誓願（462－470）  
第5款 会員の養成と隠修修道院の規律（47卜480）  
第6款 隠遁者（48卜485）  
第7款 総司敦直属隠修修道院（486）  
第8款 他の隠修修道会への転属（487－488）  
第9款 禁域，および隠修修道院からの脱会（489－496）  
第10款 隠修修道士の除名（497－503）  
第3節 盛式修道会および単式修道会（504－553）  
第1款 盛式修道会，単式修道会，管区，修道院の建立と廃止（506－510）  
第2款 盛式修道会および単式修道会における上長，集会および財務管  
理者（511－516）  
第3敦 盛式修道会および単式修道会への入会許可と修練期（517－525）  
第4款 盛式修道会および単式修道会における誓願（526－535）  
第5款 盛式修道会および単式修道会における会員の養成と修道規律  
（536－543）  
第6款 他の盛式修道会ないし単式修道会，あるいは自主権を有する隠  
修修道院への転属（544－545）  
第7款 栄城，および盛式修道会ないし単式修道会からの脱会（546－550）  
第8款 盛式修道会および単式修道会からの除名（55卜553）   
第2章 修道者に倣い共同生活を送る会（554－562）   
第3章 在俗会（563－569）   
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第4章 それ以外の奉献生活の形態および使徒的生活の会（570－572）  
第13部 キリスト信徒の団体（cc．573－583）  
第14部 諸国民のための福音宣教（cc．584－594）  
第15部 教会の教導職（cc．595－666）   
第1章 教会の教える任務一般（595－606）   
第2章 神のことばの奉仕職（607－626）  
第1節 神のことばの教話（609－616）  
第2節 信仰教育（617－626）   
第3章 カトリック教育（627－650）   
第1節 学校，なかんずくカトリック学校（63卜639）  
第2節 カトリック大学（640－645）   
第3節 教会立大学および単科大学（646－650）   
第4章 マス・メディアおよび特に書籍（65卜666）  
第16部 聖なる祭義および特に秘跡（cc．667－775）   
第1筆 洗礼（675－691）   
第2章 堅信（692¶697）   
第3草 堂体礼儀（698づ17）   
第4車 痛悔の秘跡（718－736）   
第5章 病者の塗抽（737w742）   
第6車 型なる叙階（743ニ775）  
第1節 聖なる叙階の執行者（744】753）   
第2節 聖なる叙階を受ける者（754－768）  
第1款 聖なる叙階を受ける者の要件（758－761）  
第2款 聖なる叙階を受けないし執行する上での障害（762－768）   
第3節 聖なる叙階に先立つべき事項（769－772）  
第4節 聖なる叙階の時，場所，報告，証明書（773J775）   
第7章 婚姻（cc．776－866）  
第1節 司牧的配慮および婚姻に先立つべき事項（783鵬789）  
第2節 無効障害の総則（790－799）  
第3節 障害の各則（800－812） 804 805  
第4節 混宗婚姻（813－816）  
第5節 婚姻の合意（817－827）  
第6節 婚姻挙式の方式（828－842）  
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第7節 婚姻の有効化（843－852）  
第1款 単純有効化（843－847）  
第2款 根本的有効化（848－852）  
第8節 夫婦の離別（853－866）  
第1款 粁の解消（853－862）  
第2款 杵の解消をともなわない離別（863欄866）   
第8章 準秘跡，聖なる場所と時，聖人崇敬，誓願・宣誓（cc．867－895）  
第1節 準秘跡（867）  
第2節 聖なる場所（868－879）  
第1款 教会堂（869－873）  
第2款 墓地と教会的埋葬（874－879）  
第3節 祝日と償いの日（880－883）  
第4節 聖人，聖画像および聖遺物に対する崇敬（884－888）  
第5節 誓願と宣誓（889－895）  
第17部 他宗派キリスト教徒の教会への受け入れ（cc．896－901）  
第18部 エキュメニズム，ないしキリスト教徒の一致のための運動（cc．902～  
908）  
第19部 個人および法律行為（cc．909－935）   
第1章 個人（909－930）  
第1節 自然人（909憫919）  
第2節 法人（920－930）   
第2章 法律行為（93卜935）  
第20部 教会の職務（cc．936－978）   
第1章 職務に関する教会法的規定（938－964）  
第1節 選挙（947－960）  
第2節 請願選出（96卜964）   
第2章 職務の喪失（965－978）  
第1節 辞任（967－971）  
第2節 転任（972－973）  
第3節 罷免（974－977）  
第4節 剥奪（978）  
第21部 統治権（cc．979－995）  
第22部 行政決定に抗する訴願（cc．996－1006）   
『東方教会法典』の神学  
－「十字架上の聖体」の内的構造－  31  
第23部 教会の世俗的財産（cc．1007－1054）   
第1章 世俗的財産の取得（1010－1021）   
第2単 数会財産の管理（1022－1033）   
第3章 契約および特に譲渡（1034－1042）   
第4章 信心上の贈与一般および信心上の財団（1043－1054）  
第24部 裁判一般（cc．1055－1184）   
第1章 裁判管轄（1058－1085）   
第2章 裁判所の執務者（1086－1102）  
第1節 法務代理，裁判官，聴取官（1086－1093）  
第2節 公益保護官，締の保護官及び公証官（1094－1101）  
第3節 裁判所の執務者の招集について（1102）   
第3章 裁判所において守るべき規律（1103－1116）   
第4章 審理の順序（1117－1123）   
第5章 期限および延期（1124－1128）   
第6輩 出廷を許可される者および裁判記録の作成と保管の方法（1129－  
1133）   
第7章 訴訟当事者（1134－1138）   
第8章 訴訟代理人および弁護士（1139鵬1148）   
第9章 訴えと抗弁（1149－1163）   
第10章 裁判回避の方法（1164－1184）  
第1節 話し合い（1164－1167）  
第2節 調停（1168仙1184）  
第25郡 民事裁判（cc．1185－1356）   
第1車 通常の民事裁判（1185－1342）  
第1節 訴状（1185－1189）  
第2節 召喚および訴訟手続の通知ないし通告（1190－1194）  
第3節 争点の決定（1195－1198）  
第4節 訴訟における審理の停止，消滅および辞退（1199－1206）  
第5節 証拠（1207－1266）  
第1款 当事者の陳述（121卜1219）  
第2款 書証（1220－1227）  
第3款 証人と証言（1228－1254）  
第1間 証人適格（1230－1231）   
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第2間 証人の申請および却下（1232－1238）  
第3間 証人の尋問（1239－1252）  
第4間 証人の信憑性（1253－1254）  
第4款 鑑定人（1255－1262）  
第5款 実地臨検および裁判官の検証（1263－1264）  
第6款 推定（1265－1266）  
第6節 中間訴訟（1267－1280）  
第1款 当事者の不出頭（1272－1275）  
第2款 第三者の訴訟参加（1276－1277）  
第3款 訴訟係属中の加害行為（1278岬1280）  
第7節 調書の公表，準備手続の終結および訴訟の口頭弁論（128卜1289）  
第8節 裁判官の判決言い渡し（1290－1301）  
第9節 判決への不服（1302－1321）  
第1款 判決無効の訴え（1302－1308）  
第2款 上訴（1309｝1321）  
第10節 既判力，原状国後および第三者の対抗（1322【1333）  
第1款 既判力（1322－1325）  
第2款 原状回復（1326－1329）  
第3款 第三者の対抗（1330－1333）  
第11節 無償の弁護および裁判費用（1334－1336）  
第12節 判決の執行（1337－1342）   
第2章 略式民事裁判（1343－1356）  
第26部 特別訴訟（cc．1357－1400）   
第1章 婚姻訴訟（1357－1384）  
第1節 婚姻無効訴訟（1357－1377）  
第1款 管緒裁判所（1357－1359）  
第2款 婚姻無効訴訟権（1360－1361）  
第3款 裁判官と裁判所の責務（1362－1363）  
第4款 証拠（1364－1367）  
第5款 判決と上訴（1368岬1371）  
第6款 文書訴訟（1372－1374）  
第7款 総則（1375－1377）   
第2節 配偶者の別居訴訟（1378－1382）   
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第3節 配偶者の死亡推定訴訟（1383）   
第4節 未完成の認証婚の解消訴訟（1384）   
第2章 聖なる叙階無効宣言の訴訟（1385岬138刀   
第3章 主任司祭の罷免または転任の手続（1388－1400）   
第1節 主任司祭罷免の手続（1389－1396）   
第2節 主任司祭転任の手続（1397－1400）  
第27部 教会における制裁（cc．140卜1467）   
第1章 犯罪および刑罰の総則（140卜1435）   
第2章 各種犯罪に対する刑罰（1436－1467）  
第28部 罰則を適用する際の手続き（cc．1468－1487）   
第1章 刑事訴訟（1468－1485）  
第1節 予備審査（1468－1470）   
第2節 訴訟の進行（147卜1482）  
第3節 損害賠償訴訟（1483－1485）   
第2章 裁判手続きを踏まない布告による罰則の適用（1486－1487）  
第29部 法，習慣および行政行為（cc．1488－1539）   
第1章 教会の法律（1488－1505）   
第2章 慣習（1506…1509）   
第3章 個別的行政行為（1510－1539）  
第1節 裁判以外による決定を下す際の手続（1517－1520）  
第2節 行政行為の執行（1521－1526）  
第3節 答菩（1527－1539）  
第1款 特権（153卜1535）  
第2款 免除（1536－1539）  
第30部 時効および期間の計算（cc．1540－1546）   
第1章 時効（1540－1542）   
第2車 期間の計算（1543－1546）  
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6．『東方教会法典』の特性   
さて，先に紹介したフユルストの見解では，CCEOの特性は次の5点に集  
約される。  
① 司教の任命一発議権   
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（卦 司祭の独身制の非義務  
③ 教会一致の神学的方向性  
④ 婚姻の秘跡の秘跡性・非契約性  
⑤ 刑罰の非応報性；刑罰とは，犯罪によって負った傷を癒すための最後の手   
段であること   
以下この5点について，ふたたびフユルストによる論考を訳出紹介しつつ，  
以下では必要に応じてCCEOの関係する条文を訳出しつつ，記述することに  

























第375条「家庭生活を送り，子弟を教育することにおいて，既婚の聖職者は他   
『東方教会法輿』の神学  
岬「十字架上の聖体」の内的構造－  35  
































第322条第4項「自主権を有する教会の高位聖職者集会はすべて，自らの法規   
秋 山   学  36  
を定めることができる。その法規にあっては，できる限り，カトリック教会と  
まだ完全な交わりにはない教会の聖職者の参加が促される。その法規が効力を  






























な限り速やかに婚姻の祝福を受けることをなおざりにしてはならない」。   
『東方教会法典』の神学  






























は－ これも教会法において初めてのことであるが一精神的な財産の保護  
という基本的な規律を盛り込んでおり（1007），固有の法を有する個々の教会  
に対して，国家法への顧慮の下に，これに関して詳細な規律を発布するように  
要請している。   































部・車・節の順で細分化されているが，箇所によってはもちろん，このグレー   
『東方教会法典』の神学  
－「十字架上の聖体」の内的構造－  39  
ドがすべて尽くされて細分化されてゆくとは限らない。   
まずCCEOには序則（cc．1－6）があり，これはCIC第Ⅰ集「総則」のな  






























承を継承しているため，CICとは記載の順序が逆転している。   





的に，CIC第Ⅲ集に当たるといえる。   
第16部「聖なる祭義および特に秘跡」はCIC第Ⅳ集「教会の窒化する任務」  
全体にほぼ該当する。   
そして第17部「他宗派キリスト教徒の教会への受け入れ」および第18部「エ  
キュメニズム，ないしキリスト教徒の一致のための運動」はCCEO独自の部  





















の計算」に該当する。CIC同集第5部には対応箇所がない。   
総じてCCEOは，CICでは第Ⅰ集に「総則」として立てた内容を，関連ご  
とに各「部」の間に割り込ませる傾向をもち，その結果全体としては，法典の   
『東方教会法典』の神学  




るということを明示するために，CCEOでは末尾に置かれたとされる（c£ G．  
Nedungatt（ed．），A Guide to the EasteT・n Code〔KanonikalO〕，Roma：  



























当たり，教会の位階的構造と地理的多様性を併せ示す。そして第16部が地上に   






























自らを各国民の文化のうちに，すなわち教理教育，固有の典礼祭儀，聖なる芸   
『東方教会法典』の神学  

































第589条「異国出身の着であれ，当地出身の者であれ，宣教者は適わしき天性   
































せてはならない」。   
『東方教会法典』の神学  
































第903条「とりわけ束方カトリック教会には，すべての東方教会の間の一致を   

































母国の記念日，国民の祝日である」。   
『東方教会法典』の神学  
岬「十字架上の聖体」の内的構造－  47  
8．『東方教会法典』におけるエキュメニズム的傾向  





























たちで公的に存在する場合である」。   
































第834粂第1項「婚姻の挙式を行ういずれかの側が，カトリック教会で洗礼を   
『東方教会法典』の神学  

























第Ⅰ集 総則 Denormisgeneralibus（cc．卜203）   
第1部 教会の法律 第2部 慣習 第3部 一般的決定および訓令 第4   
部 個別的行政行為 第5部 規則および規定 第6部 自然法および法   
人 第7部 法律行為 第8部 統治権 第9部 教会職 第10部 時効  
第11部 期間の計算  
第II集 神の民DePopuloDei（cc．204－746）   
50  秋 山   学   
第1巻 キリスト信者（cc．204－329） 第1部 すべてのキリスト信者の義  
務及び権利 第2部 信徒の義務および権利 第3部 聖務著すなわち聖  
職者 第4部 属人区 第5部 キリスト信者の会   
第2巻 数会の位階的構成（cc．330－572） 第1編 教会の最高権威  第  
2編 部分教会およびその集合体 第1郡 部分教会とその権威 第2部  
部分教会とその集合体 第3郡 部分教会の内部機構   
第3巻 奉献生活の会と使徒的生活の会（cc．573－746） 第1編 奉献生活  
の会 第1部 すべての奉献生活の会の通則 第2部 修道会 第2編  
使徒的生活の会  
第Ⅲ集 教会の教える任務DeEcclesiaemuneredocendi（cc．747M833）   
第1部 神のことばの奉仕職 第2部 教会の宣教活動 第3部 カトリッ   
ク教育 第4部 マス・メディア及び特に書籍 第5部 信仰宣言  
第Ⅳ集 教会の聖化する任務DeEcclesiaemuneresanctificandi  
（cc．834－1253）   
第1巻 秘跡（cc．834－1165） 第1部 洗礼 第2部 堅信の秘跡 第3  
部 室聖なる聖体 第4部 ゆるしの秘跡 第5部 病者の塗油 第6部  
叙階 第7部 婚姻   
第2巻 他の聖なる崇敬行為（cc．1166－1204） 第1部 準秘跡 第2部  
時課の典礼 第3部 教会の葬儀 第4部 聖人，聖画像及び聖遺物に対  
する崇敬 第5部 誓願及び宣誓   
第3巻 聖なる場所及び時（cc．1205－1253） 第1部 聖なる場所 第2部  
聖なる時  
第Ⅴ集 教会財産DebonisEcclesiaetemporalibus（cc．1254－1310）   
第1部 財産の取得 第2部 財産管理 第3部 契約及び特に譲渡 第4  
部 信心上の贈与一般及び信心上の財団  
第Ⅵ集 教会における制裁DesanctionibusinEcclesia（cc．1311－1399）  
第1巻 犯罪及び刑罰の給則（cc．131卜1363） 第1部 犯罪の処罰一般 第  
2部 刑法及び刑罰的命令 第3部 刑罰制裁の対象者 第4部 刑罰及   
び他の処分 第5部 刑罰の適用 第6部 刑罰の消滅  
第2巻 各種犯罪に対する刑罰（cc．1364－1399） 第1部 信仰及び教会の一   
体性に反する犯罪 第2部 数会の権威及び教会の自由に反する犯罪 第   
3部 教会の任務の侵害及びその行使に関する犯罪 第4部 謹告及び偽   
造の犯罪 第5部 特殊義務に反する犯罪 第6部 人の生命及び自由に   
『東方教会法典』の神学  
－「十字架上の聖体」の内的構造－  51  
反する犯罪 第7部 付則  
第Ⅶ集 訴訟Deprocessibus（cc．1400－1752）   
第1巻 裁判一般（cc．1400－1500） 第1部 裁判管轄 第2部 裁判所の   
審級と種類 第3郡 裁判所において守るべき規律 第4部 訴訟当事者  
第5部 訴えと抗弁   
第2巻 民事裁判（cc．1501－1670） 第1編 通常の民事裁判 第1部 訴   
えの提起 第2部 争点の決定 第3部 争訟の審理 第4部 証拠 第  
5部 中間訴訟 第6部 調書の公表，準備手続の終結及び訴訟の口頭弁   
論 第7部 裁判官の判決言い渡し 第8部 判決への不服 第9部 既   
判力及び原状回復 第10部 訴訟費用及び無償の訴訟救助 第11部 判決  
の執行 第2編 口頭の民事訴訟   
第3巻 特別訴訟（cc．1671－1716） 第1部 婚姻訴訟 第2部 聖なる叙  
階無効宣言の訴訟  第3部 裁判回避の方法   
第4巻 刑事訴訟（cc．1717－1731）   
第5巻 行政訴願及び主任司祭の罷免または転任に関する規定（cc．1732w   
1752） 第1編 行政決定に対する訴願 第2編 主任司祭の罷免又は転  
任の手続  
〔参考2〕『旧法典』  
第1巻 総則NormaeGenerales（cc．1M86）  
第2巻 人Depersonis（cc．87－725）   
第1編 聖職者 第1部 聖職者一般 第2部 聖職者各身分 第2編  
修道者 第3偏 平信徒  
第3巻 物Derebus（cc．726－1551）   
第1編 秘跡 第2編 聖なる場所および嘉節 第1部 聖なる場所 第  
2部 聖なる轟節 第3編 聖なる表敬   
第4編 教会の教導 第5編 教会禄および教会のその他の財団施設 第  
6術 数会の世俗的財産  
第4巻 手続きDeprocessibus（cc．1552－2194）   
第1編 裁判 第1部 裁判一般 第2部 特定の裁判に関する特別規定   
第2編 神のしもべの列福手続きおよび福者の列聖手続き 第3編 特定  
の事件の処理および刑事制裁を科するための手続き  
第5巻 犯罪および刑罰Dedelictisetpoenis（cc．2195－2414）   
秋 山   学  52  
第1編 犯罪 第2編 刑罰 第1部 刑罰一般 第2部 刑罰各種 第  
3部 各犯罪に対する刑罰  
注  
1筑波大学比較文化学類学術誌『比較文化研究』第1号，18－30，2005。  
2 同『比較文化研究』第4号，49－65，2008。  
3 拙稿「ビザンティン典礼による聖体礼儀の神学一聖バジル典礼をテキストに   
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文聾篇』54，33－87，2008を参照。  
4‘‘La codificazione orientale”，in：Dimitrios Salachas－LuigiSabbarese（ed．），   
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